
日時 ： 令和４年 ７月７日（木）10:00～12:00

会場 ： 常磐公園

出席者 ： 市内在住の市民 7名

旭川市土木部公園みどり課 3名

有識者 1名

Ⅰ 開催内容

１ 開会

２ 報告事項

(1) アズマヒキガエルの調査の方針について

(2) 常磐公園遊園地の遊具について

３ 自然更新ゾーンの実生の確認

４ 枯損木の維持管理と今後の植栽計画について

５ オオハンゴンソウの調査

６ 閉会

Ⅱ 開催結果

別紙報告書のとおり



令和４年度第２回常磐公園の緑を考える集い 報告書

１．報告事項

(1) アズマヒキガエルの調査の方針について

これまで集いの皆様や職員で行ってきたアズマヒキガエルの調査結果について，情

報を整理し，皆様と今後のアズマヒキガエルの調査の方針について議論を行いました。

まず，昨年の調査の際にアズマヒキガエルを捕獲したと，何度か集いの中で報告を

させていただいておりましたが，先日出羽先生に個体の写真を確認していただいたと

ころ，アズマヒキガエルではなくツチガエルであるとのでした。誤った情報をお伝え

しておりましたので訂正いたします。

訂正した情報を踏まえ，常磐公園内におけるアズマヒキガエルの情報を整理します

と，平成 30 年度以降，毎年集いの中で行っている調査及び，日常管理の中でも常磐

公園内におけるアズマヒキガエルを捕獲及び個体を確認したという実績は全くあり

ません。

以上の状況から，現在常磐公園内にはアズマヒキガエルはいない，もしくはかなり

少ないという整理をして，毎年集いの中で行っているアズマヒキガエルの調査につい

て来年からは中止する方向で考えてはどうか皆様で議論を行いました。

皆様との議論の結果，来年からは調査を中止することとしました。もし今後状況が

変わり，公園内でアズマヒキガエルが確認された場合には，調査を再開するなど集い

の皆様と検討したいと思います。

昨年捕獲したツチガエル 今年捕獲したツチガエル

(2) 常磐公園遊園地の遊具について

前回の集い中で報告した，常磐公園遊園地の更新する遊具等の整備方針について常

磐公園周辺の町内会や，保育園，小学校等に整備方針策定にあたっての要望や意見を

聞き取りしました。その内容について「常磐公園の遊具更新検討(現状)」を基に報告

いたしました。また，常磐公園遊園地の整備方針について進捗がありましたら，集い

の中で報告したいと思います。

報告事項



２．自然更新ゾーンの実生の確認

集いの中で以前から移植等検討を進めている自然更新ゾーンの実生の確認を行いま

した。

実生の樹種や特徴について塩田先生に教えてもらいました。(各実生の位置と樹種に

ついては下記図参照)

実生の移植について皆様と議論したところ，今後これらの実生については大きくなっ

て移植が困難になってしまう前に，集いの中で移植をしていくこととしました。ですが，

一番大きいハルニレ(下記図 1 のハルニレ)の実生については人力での移植がかなり難

しいことと，根を傷め枯れてしまう恐れがあるため移植はせず，このまま成長を見守っ

ていくこととしました。

今後も自然更新ゾーンの実生の移植については集いの中で皆様と検討していきたい

と考えております。

自然更新ゾーン模式図

自然更新ゾーンの実生の確認

３．枯損木の維持管理と今後の植栽計画について

常磐公園内にある枯損木と今後の樹木の植栽計画について皆様と議論を行いました。

昨年度，常磐公園内にある枯損木について，樹木医による健全度診断を行い，危険木

と診断された樹木が 5本ありました。そのうちの 4本は昨年度中に撤去しましたが，そ

のうちの 1本については撤去せず，存置している状況です。存置している理由としては

いきなり全ての樹木を撤去してしまうと，開けた空間となり寂しい状況になってしまう

ことと，ただ撤去するのではなく，撤去したあとの植栽計画等を検討してから，撤去し

てはどうかという御意見があったことから撤去については保留とし，存置しておりまし

た。

そこで今回，危険木診断された樹木の維持管理と今後の植栽計画について，皆様と議

論を行った結果，危険木診断された樹木については公園利用者への安全も考慮し，撤去

することとしました。植栽計画については自然更新ゾーンにある実生を撤去した樹木周

辺に移植することとしました。
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ハルニレ 計 3本

カツラ 二脚鳥居

イタヤカエデ



移植してくる実生の樹種，詳細な位置についてはまた今後の集いの中で検討していき

たいと考えております。

枯損木位置図 枯損木の維持管理と今後の植栽計画について

４．オオハンゴンソウの調査

集いの中で以前から行っている，特定外来生物オオハンゴンソウの調査を行いました。

調査の結果，これまでの集いでの活動の成果もあり，オオハンゴンソウは確認されま

せんでした。

今後もオオハンゴンソウについては集いの中での調査や，日常管理の中で見受けられ

た際には駆除するなど対応していきたいと思います。

オオハンゴンソウの調査

枯損木


